
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１２教区第３４３番瀧泉院 

住所：宮城県石巻市雄勝町船越船越７４ 

 

寺院の被害 

・ 津波により、本堂、庫裡、その他の建物が全壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 震災により住職が犠牲になったことから、震災後住職が交代した。 

・ 住職は本務寺院に居住しており徒弟、寺族は仮設住宅に居住している。 

檀信徒の現状 

・ ほとんどの檀信徒が震災で自宅に住めなくなり避難を強いられている。転

居先が広範囲であることや遠距離であること、連絡が取れないなどの理由

から、居住先を把握できているのは７割程度である。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ・ 移転事業に該当しているが、移転場所などは未だ決まっていない。 

復興の状況 

・ 移転事業の対象に該当しているにもかかわらず場所が決まってないこと

や、経済的な問題から復旧計画を立てることができない。 

（Ｈ２５.７.２５） 

     

本堂、庫裡は全壊したが、墓地が無事であったため、墓参に訪れる檀信徒がいる。その際、檀信

徒の休める場所などに活用するため、宗門よりプレハブを寄贈した。（撮影Ｈ２５.１１.４） 


